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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
～
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
︶

荒
木
　
浩

●
論
文

「「
独
生
独
死
」
観
の
受
容
と
「
翻
訳
」
論
的
問
題
―
中
世
の
孤
独
と
無
常
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
物
語
研
究
（
特
集
「
翻
訳
」）』
一
八
号
　
物
語
研
究
会
　
二
〇
一
八
年
四

月
　
三
頁
〜
一
二
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

「
海
外
で
の
古
典
研
究
と
教
育
―
そ
の
実
践
と
展
望
に
つ
い
て
」『
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
日
本
語
教
育
と
日
本
研
究
―
人
材
育
成
の
た
め
の
連
携
可
能
性
を
巡
っ
て
』
ハ
ノ

イ
国
家
大
学
外
国
語
大
学
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
六
頁
〜
三
八
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

“R
êve et vision dans la littérature japonaise classique: notes pour la lecture du R

om
an du G

enji, ”

（
フ
ラ
ン
ス
語
）E

xtrêm
e-O

rient E
xtrêm

e-O
ccident 42, 

P
resses U

niversitaires de V
incennes, D

ecem
ber 2018, pp. 73–98

（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

「
源
隆
国
の
才
と
説
話
集
作
者
の
資
質
を
め
ぐ
る
検
証
―
研
究
史
再
考
を
か
ね
て
―
」
倉
本
一
宏
編
『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』
思
文
閣

出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
一
四
二
頁
〜
一
六
一
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

「
フ
キ
ダ
シ
を
め
ぐ
る
夢
の
形
象
―
中
日
交
流
の
視
点
か
ら
」『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
　
明
治
大
学
日
本
古
代
学
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
三
頁
〜

一
九
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
文
遊
回
廊
」（
連
載
一
二
回
）『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
四
月
二
六
日
号
〜
二
〇
一
九
年
三
月
二
八
日
号
（
査
読
付
き
）

「
対
談
　
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
総
合
討
議
」（
金
水
敏
他
と
）『
日
本
研
究
を
ひ
ら
く
―
「
国
際
日
本
研
究
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
記
録
集2018

』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九

年
三
月

石
上
　
阿
希

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
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「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
う
ら
め
し
い
春
画
」
田
中
圭
子
著
『
う
ら
め
し
い
絵
』
誠
文
堂
新
光
社
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
解
説
　『
女
大
楽
宝
開
』
と
中
国
養
生
書
」
早
川
聞
多
翻
刻
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
英
訳
『
日
文
研
叢
書
57
　
日
文
研
所
蔵
　
近
世
艶
本
資
料
集
成
Ⅵ
　
月
岡

雪
鼎
３
『
女
大
楽
宝
開
』』 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
翻
訳
（
分
担
執
筆
）　『
女
大
楽
宝
開
』
解
説
」
早
川
聞
多
翻
刻
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
英
訳
『
日
文
研
叢
書
57
　
日
文
研
所
蔵
　
近
世
艶
本
資
料
集
成
Ⅵ
　

月
岡
雪
鼎
３
『
女
大
楽
宝
開
』』 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
江
戸
の
色
つ
や
、
い
ま
に
彫
り
出
す
　
春
画
の
木
版
画
復
刻
　
京
都
の
職
人
・
研
究
者
ら
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
五
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
傑
作
春
画
「
袖
の
巻
」
全
12
図
復
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
高
橋
由
貴
子
と
）『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
一
月
一
八
日
・
二
五
日
合
併
号
　
二
〇
一
九
年
一
月

「
ド
・
ロ
版
画
／
版
木
収
蔵
一
覧
」
郭
南
燕
編
著
『
ド
・
ロ
版
画
の
旅
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
上
海
〜
長
崎
へ
の
多
文
化
的
融
合
』
創
樹
社
美
術
出
版
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
解
説
　『
ピ
エ
ー
ル 

セ
ル
ネ 

＆ 

春
画
』
展
」（
ピ
エ
ー
ル
・
セ
ル
ネ
、
浦
上
満
と
共
著
）『「
ピ
エ
ー
ル 

セ
ル
ネ 

＆ 

春
画
」
展
図
録
』
シ
ャ
ネ
ル
ネ
ク
サ
ス
ホ
ー
ル
　

二
〇
一
九
年
三
月

「
特
集
　
研
究
を
と
も
に
創
る
『
日
文
研
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
描
か
れ
た
「
わ
ら
い
」
と
「
こ
わ
い
」
―
春
画
・
妖
怪
画
の
世
界
―
』
展
開
催
」『
人
間
文
化
研
究
機
構
基
幹

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
　
き
ざ
し
』　vol. 3

　
人
間
文
化
研
究
機
構
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
春
画
秘
め
や
か
美
技
　
京
都
の
職
人
ら
名
作
復
刻
中
」（
高
橋
由
貴
子
と
）『
中
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
三
月
三
〇
日

石
川
　
肇

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　「
抵
抗
の
文
学
」
で
は
な
か
っ
た
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
四
月
二
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
鳥
瞰
図
・
広
が
る
領
土
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
二
日

「
戦
前
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
五
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
川
端
「
古
都
」
執
筆
に
焦
り
」『
読
売
新
聞
』
他
一
二
新
聞
掲
載
　
二
〇
一
九
年
二
月
三
日
他
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磯
田
　
道
史

●
著
書

『
影
の
日
本
史
に
せ
ま
る
：
西
行
か
ら
芭
蕉
』（
嵐
山
光
三
郎
と
共
編
）
平
凡
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
一
六
頁

『
戦
乱
と
民
衆
』（
倉
本
一
宏
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
呉
座
勇
一
と
共
著
）
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
〇
四
頁

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

英
雄
た
ち
の
選
択 
江
戸
無
血
開
城
の
深
層
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
英
雄
た
ち
の
選
択
」
制
作
班
と
共
編
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
二
一
六
頁

『
日
本
史
の
探
偵
手
帳
』
文
藝
春
秋
社
　
二
〇
一
九
年
一
月
　
二
七
二
頁

『
災
害
と
日
本
人
』（
中
西
進
と
共
編
）
潮
出
版
社
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
二
五
六
頁

●
論
文

「
禁
門
の
変
―
民
衆
た
ち
の
明
治
維
新
」
磯
田
道
史
、
倉
本
一
宏
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
呉
座
勇
一
著
『
戦
乱
と
民
衆
』
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　

八
三
頁
〜
一
一
二
頁

「
後
桜
町
天
皇
と
光
格
天
皇
の
譲
位
」
御
厨
貴
編
著
、
井
上
章
一
、
磯
田
道
史
、
河
野
有
理
、
前
田
亮
介
、
佐
々
木
雄
一
、
佐
藤
信
、
五
百
旗
頭
薫
、
国
分
航
士
、
原
武

史
著
『
天
皇
の
近
代
　
明
治
一
五
〇
年
・
平
成
三
〇
年
』
千
倉
書
房
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
二
一
頁
〜
四
三
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
古
今
を
ち
こ
ち
」（
連
載
一
二
回
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
四
月
一
一
日
〜
二
〇
一
九
年
三
月
一
三
日

「
書
評
　
後
藤
典
子
著
『
熊
本
城
の
被
災
修
復
と
細
川
忠
利
―
近
世
初
期
の
居
城
普
請
・
公
儀
普
請
・
地
方
普
請
―
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日

「
対
談
　（
耕
論
）
歴
史
奪
う
、
公
文
書
改
ざ
ん
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
四
月
二
五
日

「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
像
は
」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
六
月
五
日

「
書
評
　
ブ
レ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
著
、
上
野
博
訳
『
拡
張
の
世
紀
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
六
月
一
〇
日

「
書
評
　
刑
部
芳
則
著
『
公
家
た
ち
の
幕
末
維
新
　
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
華
族
誕
生
へ
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
七
月
二
二
日

「
書
評
　
鈴
木
董
著
『
文
字
と
組
織
の
世
界
史
　
新
し
い
「
比
較
文
明
史
」
の
ス
ケ
ッ
チ
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
九
月
二
日

「
そ
ろ
ば
ん
が
語
る
　
津
波
の
記
憶
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
四
日
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「
書
評
　
今
泉
忠
明
監
修
、
丸
山
貴
史
著
『
わ
け
あ
っ
て
絶
滅
し
ま
し
た
。
世
界
一
お
も
し
ろ
い
絶
滅
し
た
い
き
も
の
図
鑑
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
四
日

「
対
談
　
先
人
の
知
恵
　
防
災
に
」（
加
藤
朝
胤
と
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
一
日

「
書
評
　
Ｊ
・
ド
ナ
ル
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
著
、
村
山
聡
・
中
村
博
子
訳
『
環
境
史
入
門
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
五
日

「
対
談
　
日
本
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
起
こ
す
に
は
　
明
治
維
新
一
五
〇
年
」（
斎
藤
茂
と
）『
日
経
産
業
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　（
お
や
じ
の
せ
な
か
）
磯
田
道
史
さ
ん
　
シ
ー
ツ
か
ぶ
り
登
場
、
奇
妙
な
男
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
九
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
本
の
針
路
　
見
据
え
て
」『
産
経
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
一
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
防
災
と
は
嫌
わ
れ
る
決
断
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
六
日

「
書
評
　
美
濃
部
由
紀
子
著
『
志
ん
生
が
語
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
貧
乏
の
ス
ス
メ 

昭
和
の
よ
う
に
生
き
て
心
が
豊
か
に
な
る
二
五
の
習
慣
』」『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
一
九
年
一
月
二
七
日

「
日
本
人
と
お
金
　
来
し
方
行
く
末
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
二
月
一
三
日

「
磯
田
道
史
が
語
る
仕
事
―
興
味
を
追
っ
て
仕
事
の
核
に
」（
連
載
四
回
）『
朝
日
新
聞
ひ
ろ
ば
』　
二
〇
一
九
年
二
月
二
一
日
〜
二
〇
一
九
年
二
月
二
四
日

「『
梟
の
城
』
作
家
ら
語
る
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
二
月
二
二
日

「
書
評
　
辻
惟
雄
著
『
十
八
世
紀
京
都
画
壇
　
蕭
白
、
若
冲
、
応
挙
た
ち
の
世
界
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
三
月
一
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
改
元
に
思
う
」『
産
経
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日

磯
前
　
順
一

●
著
書

『
希
望
の
歴
史
学
│
│
藤
間
生
大
著
作
論
集
』（
藤
間
正
大
著
、
山
本
昭
宏
と
共
編
）
ぺ
り
か
ん
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
三
六
八
頁

●
論
文

“Transcendence and the P
rocess of Subjectification, and then Sustainability̶

O
n P

rasenjit D
uara ’s T

he C
risis of G

lobal M
odernity: A

sian Traditions and 

A
 Sustainable Future, ” Yijiang Zhong eds., R

eligious Studies R
eview

 44(2), R
ice U

niversity, June 2018, pp. 183–190
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「「
宗
教
概
念
論
」
か
ら
「
宗
教
主
体
化
論
」
へ
―
島
薗
進
と
安
丸
良
夫
の
金
光
論
を
通
し
て
」『
平
和
研
究
』
第
49
号
　
早
稲
田
大
学
出
版
部
　
二
〇
一
八
年
七
月
　

四
七
頁
〜
六
二
頁

「
津
波
に
呑
ま
れ
て
―
否
認
と
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
日
本
社
会
」
坪
井
秀
人
、
シ
ュ
テ
フ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ト
編
『
世
界
の
な
か
の
〈
ポ
ス
ト3.11

〉　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
対
話
』
新
陽
社
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
六
五
頁
〜
九
六
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
一
〇
五
歳
歴
史
学
者
、
三
一
年
ぶ
り
単
著
　
編
者
の
磯
前
順
一
・
日
文
研
教
授
に
聞
く
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
九
日

「
書
評
　『
ひ
き
こ
も
り
の
国
民
主
義
』」『
ア
リ
ー
ナ
第
21
号
』
中
部
大
学
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
書
評
　『
グ
ロ
ー
バ
ル
近
代
の
危
機
：
ア
ジ
ア
の
伝
統
と
持
続
可
能
な
未
来
』」（
鍾
以
江
と
共
著
）『
ア
リ
ー
ナ
第
21
号
』
中
部
大
学
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
メ
ロ
デ
ィ
な
き
爆
撃
音
と
表
現
衝
動
│2013

年
夏
、
シ
ア
ト
ル
の
博
物
館
に
て
」『
ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
伝
説
（K

A
W

A
D

E

夢
ム
ッ
ク 

文
藝
別
冊
）』
河
出
書
房

新
社
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
一
〇
五
歳
の
歴
史
家
　
著
作
集
　
藤
間
生
大
さ
ん
「
希
望
の
歴
史
学
」」『
読
売
新
聞
』（
西
日
本
版
）　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
一
〇
五
歳
　
衰
え
ぬ
研
究
意
欲
　
論
集
「
希
望
の
歴
史
学
」
刊
行
　
藤
間
生
大
さ
ん
（
合
志
市
）」『
熊
本
日
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
二
日

「
書
評
　
荻
原
稔
『
井
上
正
鐡
門
中
・
禊
教
の
成
立
と
展
開
』」『
週
間
読
書
人
』
二
〇
一
九
年
一
月
二
五
日
号
　
二
〇
一
九
年
一
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
探
　
老
学
者
が
託
し
た
歴
史
へ
の
「
希
望
」」『
朝
日
新
聞
』（
福
岡
版
）　
二
〇
一
九
年
一
月
二
二
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
藤
間
先
生
と
希
望
の
歴
史
学
」『
熊
本
近
研
会
報
』
五
六
六
号
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
藤
間
生
大
氏
の
訃
報
」『
日
本
歴
史
』
第
八
五
〇
号
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
レ
ポ
ー
ト
　
汪
暉
氏
と
の
対
話
」『
週
間
読
書
人
』
二
〇
一
九
年
二
月
一
五
日
号
　
二
〇
一
九
年
二
月

「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
汪
暉
氏
と
歩
く
被
災
地
・
被
差
別
部
落
―
新
し
い
主
体
性
の
形
成
に
向
け
て
」『
日
文
研
』
六
二
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

伊
東
　
貴
之

●
論
文
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“T
he E

m
bodim

ent of the “M
ind ” in N

eo-C
onfucianism

: T
he Schools of C

hu H
is (

朱
熹) and W

ang Yang-m
ing (

王
陽
明), and C

oncerning the P
roblem

 of 

P
receding R

esearch ” C
ontribution paper for W

C
P

2018

・B
eijin, W

C
P

2018

・B
eijin, A

ugust 2018, pp. 1–10

（
査
読
付
き
）

「
戦
後
日
本
陽
明
学
研
究
史
与
荒
木
見
悟
的
位
置
」（
中
国
語
）
講
座
暨
工
作
坊
『
明
清
禅
儒
滙
通
：
方
以
智
与
覚
浪
道
盛
』
中
山
大
学
哲
学
系
・
中
山
大
学
禅
宗
与
文
化

研
究
院
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
五
三
頁
〜
六
七
頁
（
依
頼
論
文
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「「
大
陸
」
へ
／
「
大
陸
」
か
ら
―
東
ア
ジ
ア
規
模
で
環
流
す
る
文
学
と
思
潮
【
二
〇
一
八
年
／
中
国
文
学
・
文
化 

年
末
回
顧
】」『
図
書
新
聞
』
第
三
三
八
〇
号
　
武
久

出
版
社
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
項
目
執
筆
　
東
ア
ジ
ア
の
公
共
圏
」
社
会
思
想
史
学
会
編
『
社
会
思
想
史
事
典
』
丸
善
出
版
　
二
〇
一
九
年
一
月

「
中
国
語
圏
に
お
け
る
日
本
研
究
―
日
本
学
・
日
本
語
教
育
の
現
状
と
国
際
日
本
研
究
専
攻
で
の
経
験
か
ら
」
坪
井
秀
人
、
白
石
恵
理
、
小
田
龍
哉
編
『
日
本
研
究
を
ひ

ら
く
―
「
国
際
日
本
研
究
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
記
録
集2018

』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
三
月

稲
賀
　
繁
美

●
論
文

“G
enèse et préhistoire des écosystèm

es: « l ’être vers la vie » géologique et « le m
ilieu » proto-biologique, ” (

フ
ラ
ン
ス
語) A

U
G

E
N

D
R

E
 M

arie, 

L
L

O
R

E
D

 Jean-P
ierre, N

U
SSA

U
M

E
 Yann eds., L

a m
ésologie, un autre paradigm

e pour l’anthropocène?, H
erm

ann, A
pril 2018, pp. 265–273

（
査
読
付
き
）

「
日
本
画
の
前
衛
を
戦
後
世
界
美
術
史
に
定
位
す
る
：
マ
シ
ュ
ー
・
ラ
ー
キ
ン
グ
の
『
パ
ン
・
リ
ア
ル
・
戦
後
日
本
画
の
前
衛
』
博
士
論
文
公
開
発
表
会
よ
り
」『
あ
い

だ
』
二
三
九
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
八
年
四
月
　
三
四
頁
〜
三
八
頁
（
依
頼
論
文
）

「
Ａ·

Ｋ·

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
の
事
績
か
ら
ア
ジ
ア
を
再
考
す
る
（
上
）
：
ダ
ッ
カ
・
ア
ー
ト
・
サ
ミ
ッ
ト D

A
S 2018

（
二
〇
一
八
年
二
月
八
日
―
一
〇
日
）
に
招
待

さ
れ
て
」『
あ
い
だ
』
二
四
〇
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
一
〇
頁
〜
一
四
頁
（
依
頼
論
文
）

「
Ａ·

Ｋ·

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
の
事
績
か
ら
ア
ジ
ア
を
再
考
す
る
（
下
）
：
ダ
ッ
カ
・
ア
ー
ト
・
サ
ミ
ッ
ト D

A
S 2018

（
二
〇
一
八
年
二
月
八
日
―
一
〇
日
）
に
招
待

さ
れ
て
」『
あ
い
だ
』
二
四
一
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
六
頁
〜
三
五
頁
（
依
頼
論
文
）
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「
藤
田
嗣
治
の
「
戦
争
画
」
再
考
：
世
界
史
・
ア
ジ
ア
史
の
視
点
か
ら
」『
美
術
手
帖
』N

o. 1070

　
美
術
出
版
社
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
一
〇
二
頁
〜
一
〇
七
頁
（
依
頼

論
文
）

「
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
と
亀
」『
図
書
』
九
月
号
　
岩
波
書
店
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
二
頁
〜
七
頁
（
依
頼
論
文
）

「
柳
沢
史
明 

『〈
ニ
グ
ロ
芸
術
〉
の
思
想
文
化
史
：
フ
ラ
ン
ス
美
術
界
か
ら
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
へ
』
黒
人
ア
フ
リ
カ
世
界
の
立
体
造
形
と
そ
の
言
説
的
観
念
史
：
ニ
グ
ロ
表

象
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
「
支
配
と
抵
抗
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」」『
あ
い
だ
』
二
四
二
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
一
四
頁
〜
一
八

頁
（
依
頼
論
文
）

「
建
国
神
話
の
海
外
受
容
か
ら
戦
前
期
の
海
外
日
本
展
示
へ
：
日
仏
美
術
学
会
・
関
西
例
会
で
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
」『
あ
い
だ
』
二
四
三
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
八
年

一
〇
月
　
二
九
頁
〜
三
九
頁
（
依
頼
論
文
）

「
日
本
美
術
と
中
国
美
術
の
〈
あ
い
だ
〉（
上
）
石
橋
財
団
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
日
―
四
日
）
に
出
席
し
て
」『
あ
い
だ
』
二
四
四
号
　
あ
い
だ

の
会
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　
三
五
頁
〜
四
三
頁
（
依
頼
論
文
）

「
日
本
美
術
と
中
国
美
術
の
〈
あ
い
だ
〉（
下
）
石
橋
財
団
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
日
―
四
日
）
に
出
席
し
て
」『
あ
い
だ
』
二
四
五
号
　
あ
い
だ

の
会
　
二
〇
一
九
年
一
月
　
二
三
頁
〜
三
一
頁
（
依
頼
論
文
）

「
冬
の
パ
リ
・
日
本
趣
味
関
係
美
術
展
示
の
瞥
見
―
装
飾
美
術
館
「Japon/Japonism

es 
2018

」
展
へ
の
批
判
的
備
忘
録
」『
あ
い
だ
』
二
四
六
号
　
あ
い
だ
の
会
　

二
〇
一
九
年
三
月
　
一
〇
頁
〜
一
九
頁
（
依
頼
論
文
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
持
田
季
未
子
著
『
セ
ザ
ン
ヌ
の
地
質
学
―
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
へ
の
道
』」『
図
書
新
聞
』
三
三
四
六
号
　
二
〇
一
八
年
四
月

「「
歴
史
に
学
ぶ
」
傲
慢
さ
と
「
歴
史
を
学
ぶ
」
無
力
さ
と
の
落
差
に
つ
い
て
：『
竹
山
道
雄
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
藤
原
書
店
）
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
」『
図
書
新

聞
』
三
三
四
七
号
　
二
〇
一
八
年
四
月

「
対
談
　
一
九
五
〇
年
代
の
「
職
場
」
か
ら
生
活
に
根
差
し
た
「
歴
史
」
が
立
ち
上
が
る
：『「
職
場
の
歴
史
」
関
係
資
料
集
　
全
四
巻
』
復
刻
の
意
義
を
問
う
」（
竹
村
民

郎
と
）『
図
書
新
聞
』
三
三
四
九
号
　
二
〇
一
八
年
四
月

「W
ord and Im

age

　
学
会
に
い
た
る
ア
ン
ヌ =

 

マ
リ
ー
・
ク
リ
ス
タ
ン
の
若
干
の
追
憶
―
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
シ
モ
ン
＝
及
川
編
『
テ
ク
ス
ト
と
イ
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メ
ー
ジ
：
ア
ン
ヌ =

 

マ
リ
ー
・
ク
リ
ス
タ
ン
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
』
水
声
社
　
二
〇
一
八
年
六
月
（
査
読
付
き
）

「
書
評
　
田
中
修
二
著
『
近
代
日
本
彫
刻
史
』」『
週
刊
読
書
人
』
三
二
四
二
号
　
二
〇
一
八
年
六
月

「
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
な
ぜ
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
に
自
ら
の
手
を
握
ら
せ
た
の
か
？
：『
古
事
記
』「
国
譲
り
」
の
発
話
構
造
に
お
け
る
神
威
発
現
の
機
制
と
策
略
」『
図
書
新
聞
』

三
三
五
四
号
　
二
〇
一
八
年
六
月

「
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
ル
ド
ン
か
ら
武
満
徹
へ
：
《
閉
じ
た
眼
》
に
お
け
る
夢
の
転
生
と
霊
の
出
現
」『
図
書
新
聞
』
三
三
五
七
号
　
二
〇
一
八
年
六
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
稽
古
所
感
」『
か
み
は
ま
合
気
道
』
二
〇
一
八
年
度
版
　
第
二
〇
号
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
海
賊
史
観
、
輪
廻
転
生
、
そ
し
て
華
厳
」『G

A
 JA

PA
N

 154

』SE
P-O

C
T

 2018

　
エ
ー
デ
ィ
ー
エ
ー
・
エ
デ
ィ
タ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
　
二
〇
一
八
年
九
月

「
ひ
と
は
い
つ
・
い
か
に
し
て
親
鸞
に
よ
ば
れ
る
の
か
：
日
本
信
仰
思
想
史
に
お
け
る
宿
命
の
周
期
律
（
前
）」『
図
書
新
聞
』
三
三
六
九
号
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
ひ
と
は
い
つ
・
い
か
に
し
て
親
鸞
に
よ
ば
れ
る
の
か
：
日
本
信
仰
思
想
史
に
お
け
る
宿
命
の
周
期
律
（
後
）」『
図
書
新
聞
』
三
三
七
〇
号
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
楽
の
音
、
詩
の
韻
が
伝
え
る
生
命
の
息
吹
：
東
洋
的
養
生
と
西
洋
近
代
の
療
法
と
の
〈
あ
い
だ
〉」『
図
書
新
聞
』
三
三
七
九
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　「
能
動
」
と
「
受
動
」
と
の
〈
あ
い
だ
〉
―
稽
古
雑
感
」『
赤
門
合
氣
道
』
平
成
三
〇
年
度
　
第
五
九
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「﹇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
評
﹈
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
と
東
洋
的
霊
性
へ
の
開
眼
：
初
期
北
米
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
一
局
面
」『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
』
第
三
八
号
　
二
〇
一
八

年
一
二
月

[T
houghts on a Sym

posium
] “John L

a Farge and the A
w

akening to E
astern Spirituality: A

n A
spect of E

arly N
orth A

m
erican Japonism

e, ” Studies in 

Japonism
e N

o. 38, Society for the Study of Japonism
e, D

ecem
ber 2018

「
ゾ
ラ
と
セ
ザ
ン
ヌ
―
「
す
れ
ち
が
っ
た
巨
匠
」
の
交
友
を
め
ぐ
る
解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
に
む
け
て
」『
図
書
新
聞
』
三
三
八
〇
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
観
音
像
は
い
か
に
世
界
を
救
う
か
？
：
戦
争
と
平
和
の
き
ざ
は
し
に
立
つ
「
平
和
祈
念
像
」
の
桎
梏
」『
図
書
新
聞
』
三
三
八
九
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「『
方
丈
記
』
の
「
世
界
文
学
」
仲
間
入
り
に
、
夏
目
金
之
助
は
い
か
に
関
与
し
た
の
か
：
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
汎
神
論
、
Ｈ·

Ｄ·

ソ
ロ
ー
の
隠
遁
生
活
の
傍
ら
に
鴨
長
明

を
位
置
づ
け
る
」『
図
書
新
聞
』
三
三
九
〇
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉「
日
本
の
凧
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
―
「
大
衆
文
化
研
究
」
の
余
白
に
」『
日
文
研
』
六
二
号
　
二
〇
一
九
年
三
月
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井
上
　
章
一

●
著
書

『
パ
ン
ツ
が
見
え
る
。
―
羞
恥
心
の
現
代
史
―
』
新
潮
社
（
文
庫
）　
二
〇
一
八
年
五
月
　
四
八
三
頁

『
日
本
の
醜
さ
に
つ
い
て
―
都
市
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
―
』
幻
冬
舎
　
二
〇
一
八
年
五
月
　
二
三
五
頁

『
日
本
史
の
ミ
カ
タ
』（
本
郷
和
人
と
共
著
）
祥
伝
社
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
二
六
四
頁

『
京
都
、
パ
リ
―
こ
の
美
し
く
も
イ
ケ
ズ
な
街
―
』（
鹿
島
茂
と
共
著
）
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
二
六
九
頁

『
大
阪
的
―
「
お
も
ろ
い
お
ば
は
ん
」
は
、
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
―
』
幻
冬
舎
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
二
四
二
頁

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
な
ぜ
美
人
が
多
い
の
か
―
日
本
女
子
と
キ
リ
ス
ト
教
―
』（
郭
南
燕
、
川
村
信
三
と
共
著
）
朝
日
新
聞
出
版
社
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　

二
四
七
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
海
の
向
こ
う
で
、
日
本
を
考
え
る
」『
高
校
生
と
考
え
る
希
望
の
た
め
の
教
科
書
―
桐
光
学
園
大
学
訪
問
授
業
―
』
左
右
社
　
二
〇
一
八
年
四
月
　
二
〇
〇
頁
〜
二
一
五

頁
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
リ
ニ
ア
い
ら
ん
で
し
ょ
」『
京
都
民
報
』
二
八
三
〇
号
　
二
〇
一
八
年
四
月

「
講
演
資
料
等
　
歴
史
の
中
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
―
ア
ン
チ
巨
人
が
増
え
た
わ
け
―
」『
遼
』
六
七
号
　
二
〇
一
八
年
四
月

「
対
談
　
隈
、
妹
島
は
コ
ン
ド
ル
の
上
に
花
開
い
た
―
戦
後
建
築
を
理
解
す
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
明
治
―
終
戦
期
の
建
築
家
―
」（
磯
達
雄
と
）『
プ
レ
モ
ダ
ン
　

建
築
巡
礼
』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
女
子
大
生
と
美
人
論
」『
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
・
二
〇
一
九
年
版
』
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
八
年
四
月

「
井
上
章
一
の
大
阪
ま
み
れ
」（
連
載
四
回
）『
産
経
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
四
月
二
日
〜
二
〇
一
八
年
四
月
二
三
日

「
講
演
資
料
等
　
世
界
の
中
で
京
都
を
考
え
る
」『
西
陣
医
師
会
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
』　
二
〇
一
八
年
五
月

「
海
の
向
こ
う
で
日
本
は
」（
連
載
三
三
回
）『
産
経
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
五
月
七
日
〜
二
〇
一
九
年
三
月
一
一
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
霊
柩
車
　
あ
な
た
色
の
送
り
方
―
背
景
に
業
者
の
演
出
力
―
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
五
月
一
三
日
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「
書
評
　
こ
の
人
に
訊
け
」（
連
載
六
回
）『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
六
月
八
日
〜
二
〇
一
九
年
二
月
八
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
看
板
も
京
の
景
観
も
醜
い
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
六
月
二
〇
日

「
長
崎
・
出
島
の
「
女
人
禁
制
」」『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』　
二
〇
一
八
年
七
月

「
夢
分
か
ち
合
い
文
化
支
え
る
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
七
月
二
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　「
芸
術
作
品
」
と
い
う
言
い
訳
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
八
月

「
関
西
人
の
「
東
京
ぎ
ら
い
」
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
」『SA

P
IO

』
五
九
九
号
　
二
〇
一
八
年
九
月

「
京
都
と
文
化
庁
」『K

O
K

E
N

』
六
六
一
号
　
二
〇
一
八
年
九
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
千
年
の
都
は
「
鬼
門
」
と
「
天
皇
」
で
歩
く
」『
サ
ラ
イ
』
六
四
一
号
　
二
〇
一
八
年
九
月

「
建
築
の
王
政
復
古
―
一
八
世
紀
末
の
再
現
王
宮
を
、
ど
う
と
ら
え
る
か
―
」
御
厨
貴
編
著
、
井
上
章
一
、
磯
田
道
史
、
河
野
有
理
、
前
田
亮
介
、
佐
々
木
雄
一
、
佐
藤

信
、
五
百
旗
頭
薫
、
国
分
航
士
、
原
武
史
著
『
天
皇
の
近
代
　
明
治
一
五
〇
年
・
平
成
三
〇
年
』
千
倉
書
房
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
一
頁
〜
二
〇
頁

「
書
評
　
胃
袋
の
近
代
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日

「
書
評
　
遊
郭
に
泊
ま
る
」『
週
刊
文
春
』
六
〇
巻
四
一
号
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
校
は
あ
な
ど
れ
な
い
―
読
者
モ
デ
ル
を
量
産
す
る
わ
け
」
井
上
章
一
、
郭
南
燕
、
川
村
信
三
著
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
な
ぜ
美
人
が
多
い
の
か

―
日
本
女
子
と
キ
リ
ス
ト
教
―
』
朝
日
新
聞
出
版
社
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「「
公
共
」
支
え
合
う
社
会
に
」（
木
ノ
下
智
恵
子
、
栗
木
智
代
、
宮
本
又
郎
と
共
著
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日

「T
he 30th A

niversary Sym
posium

 H
eld and B

eyond

　
三
〇
周
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
お
え
て
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 98

　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
解
説
　
下
村
敦
史
著
『
告
白
の
余
白
』」『
幻
冬
舎
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
解
説
　
片
山
杜
秀
著
『
音
楽
放
浪
記
　
日
本
の
巻
』」『
筑
摩
書
房
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
万
博
や
っ
て
み
な
は
れ
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
七
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
大
阪
万
博
二
〇
二
五
」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
九
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
明
治
維
新
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
〇
日
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「
対
談
　
古
代
」（
倉
本
一
宏
と
）『
中
央
公
論
』
二
月
号
　
二
〇
一
九
年
一
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
ホ
ン
マ
は
「
お
も
ろ
な
い
」
大
阪
人
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
九
年
一
月

「
な
に
わ
商
人
の
高
度
な
文
化
に
光
を
あ
て
た
」『
遼
』
七
〇
号
　
二
〇
一
九
年
一
月

「
書
評
　
京
都
が
わ
か
る
三
冊
―
日
本
史
の
新
常
識
」『
週
刊
文
春
』
六
一
巻
一
号
　
二
〇
一
九
年
一
月
三
日

「
書
評
　
給
食
の
歴
史
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
五
日

「
世
界
の
中
で
日
本
を
考
え
る
」（
連
載
三
回
）『
み
や
ざ
き
中
央
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
二
八
日
〜
二
〇
一
九
年
三
月
二
五
日

「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
研
究
の
新
し
い
可
能
性
―
同
性
愛
と
性
別
越
境
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
―
」
倉
本
一
宏
編
『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』
思

文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
レ
ッ
テ
ル
上
等
　
波
に
乗
れ
」『
日
経
Ｍ
Ｊ
』　
二
〇
一
九
年
二
月

「
講
演
要
旨
　
本
で
ま
な
ぶ
こ
と
　
街
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
六
九
五
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
ま
た
も
負
け
た
か
八
連
隊
」『
公
研
』
五
七
巻
三
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
歴
史
街
道
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」『
歴
史
の
旅
人
』
九
八
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
講
演
要
旨
　
洛
中
洛
外
歴
史
紀
行
」『
微
笑
』
三
九
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
書
評
　
半
歩
遅
れ
の
読
書
術
」（
連
載
五
回
）『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
三
月
二
日
〜
二
〇
一
九
年
三
月
三
〇
日

「
鼎
談
　
万
博
　
関
西
に
再
び
脚
光
」（
池
坊
専
好
、
松
本
正
義
と
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日

牛
村
　
圭

●
著
書

『
文
明
と
身
体
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
二
九
二
頁

●
論
文

「
文
明
、
身
体
、
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
―
大
森
兵
蔵
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
式
陸
上
運
動
競
技
法
』
の
周
辺
」
牛
村
圭
編
『
文
明
と
身
体
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
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一
三
九
頁
〜
一
七
一
頁

「
東
條
英
機
の
東
京
裁
判
」（
福
永
清
貴
他
と
共
著
）『
比
較
法
制
研
究
』
四
一
号
（
篠
原
敏
雄
教
授 

追
悼
号
）
国
士
館
大
学
比
較
法
制
研
究
所
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　

一
七
七
頁
〜
二
一
七
頁
（
依
頼
論
文
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
五
六
年
ぶ
り
の
宴
の
ま
え
に
―
ふ
た
た
び
迎
え
る
東
京
五
輪
」（
屋
山
太
郎
他
と
共
著
）『
日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
季
報
』Vol. 78

　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　「
好
奇
心
が
育
ま
れ
た
」
―
母
校
を
た
ず
ね
る 

千
葉
県
立
船
橋
高
」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
一
六
日

「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
基
礎
領
域
研
究
「
英
文
日
本
歴
史
研
究
書
講
読
」
を
開
講
・
担
当
し
て
」『
日
文
研
』
六
二
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

榎
本
　
渉

●
著
書

『
石
井
正
敏
著
作
集
二
　
遣
唐
使
か
ら
巡
礼
僧
へ
』（
石
井
正
敏
著
、
村
井
章
介
、
河
内
春
人
と
共
編
）
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
八
年
七
月

●
論
文

「
テ
ム
ル
の
日
本
招
諭
と
一
山
一
寧
・
燕
公
楠
」『
史
学
研
究
』
三
〇
〇
号
　
廣
島
史
学
研
究
会
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
三
〇
頁
〜
五
八
頁
（
依
頼
論
文
）

「
高
麗
文
宗
が
求
め
た
医
師
」
倉
本
一
宏
編
『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
六
九
頁
〜
七
三
頁

「
東
シ
ナ
海
の
航
海
を
護
る
済
州
島
の
羅
漢
」『
歴
博
』
二
一
三
号
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
七
頁
〜
一
〇
頁
（
依
頼
論
文
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
唐
、
宋
、
元
時
期
」（
中
国
語
）
金
国
平
、
貝
武
権
編
『
双
嶼
港
史
料
選
編
』
日
文
巻
　
海
軍
出
版
社
　
二
〇
一
八
年
五
月

「
日
宋
交
流
と
禅
僧
」『
中
外
日
報
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
遣
唐
使
廃
止
で
も
日
中
交
流
は
花
盛
り
」
文
藝
春
秋
編
『
日
本
史
の
新
常
識
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
日
宋
・
日
元
貿
易
の
展
開
」
高
橋
典
幸
、
五
味
文
彦
編
『
中
世
史
講
義
―
院
政
期
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
』
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
九
年
一
月
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大
塚
　
英
志

●
著
書

『
大
政
翼
賛
会
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
　「
翼
賛
一
家
」
と
参
加
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
平
凡
社
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　
三
〇
四
頁

『
手
塚
治
虫
と
戦
時
下
メ
デ
ィ
ア
理
論
　
文
化
工
作
・
記
録
映
画
・
機
械
芸
術
』
星
海
社
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　
四
六
三
頁

●
論
文

「
下
東
み
の
助
の
運
命
│
戦
時
下
の
編
集
的
人
間
と
そ
の
生
き
方
│
」
早
稲
田
文
学
会
、
大
塚
英
志
編
『
早
稲
田
文
学
』　
二
〇
一
八
年
四
月
　
二
一
九
頁
〜
二
三
九
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
エ
ッ
セ
イ
　
妖
怪
学
批
判
」（
連
載
二
回
）『
怪
』　
二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
ま
ん
が
で
わ
か
る 

ま
ん
が
の
描
き
方
」（
連
載
一
〇
回
）（
砂
威
・
浅
野
龍
哉
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』　
二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
一
九
年
一
月

「
恋
す
る
民
俗
学
者2nd

シ
ー
ズ
ン
」（
第
９
話
〜
第
13
話
）（
中
島
千
晴
と
共
著
）『C

om
icW

alker

』　
二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
書
評
　
西
田
亮
介
『
情
報
武
装
す
る
政
治
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
平
成
三
〇
年
論
第
三
回
：
ア
メ
・
ド
ラ
と
終
わ
ら
な
い
「
ご
っ
こ
」
の
時
代
」『
ジ
セ
ダ
イ
』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
書
評
　
與
那
覇
潤
『
知
性
は
死
な
な
い
　
平
成
の
鬱
を
こ
え
て
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
六
月

「
小
説
家
井
伏
鱒
二
再
考
」『
公
明
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
六
月
三
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
翼
賛
に
通
じ
る
「
共
有
」
賛
美
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
六
月
一
五
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
平
成
三
〇
年
論
第
四
回
：
「
停
滞
す
る
今
」
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
が
、
考
え
て
い
た
こ
と
に
す
る
七
月
」『
ジ
セ
ダ
イ
』　
二
〇
一
八
年
八
月

「
書
評
　『
手
塚
マ
ン
ガ
で
憲
法
九
条
を
読
む
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
八
月

「
戦
時
下
、
マ
ン
ガ
を
動
員
に
利
用
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
八
月
二
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
大
塚
英
志
氏
が
語
る
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
と
堤
清
二
」（
連
載
三
回
）『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
〜
二
〇
一
八
年

一
〇
月
二
五
日

「
書
評
　『
大
江
健
三
郎
全
小
説
３
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
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「
ま
ん
が
訳
　
酒
呑
童
子
繪
巻
１
・
２
」（
山
本
忠
宏
ゼ
ミ
と
現
代
語
訳
・
編
著
）『C

om
icW

alker

』　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
書
評
　
大
塚
英
志
『
大
政
翼
賛
会
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
　「
翼
賛
一
家
」
と
参
加
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
ま
ん
が
訳
　
酒
呑
童
子
繪
巻
３
」（
山
本
忠
宏
ゼ
ミ
と
現
代
語
訳
・
編
著
）『C

om
icW

alker

』　
二
〇
一
九
年
一
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
対
話
よ
り
共
感
で
一
体
化
、
リ
ス
ク
は
歴
史
で
明
ら
か
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
一
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
感
情
が
政
権
と
一
体
化
、
近
代
に
失
敗
し
す
ぎ
た
日
本
」『
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
』　
二
〇
一
九
年
一
月
二
日

楠
　
綾
子

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」「
従
軍
慰
安
婦
問
題
合
意
」「
日
印
原
子
力
協
定
」「2016

年
日
露
平
和
条
約
締
結
交
渉
」「
日
米
歴
史
和
解
（
オ
バ
マ
大
統
領

の
広
島
訪
問
、
安
倍
首
相
の
真
珠
湾
慰
霊
訪
問
）」「「
日
本
へ
の
理
解
と
信
頼
の
促
進
に
向
け
た
取
組
」『
イ
ミ
ダ
ス
「
外
交
」2018

年
版
』　
二
〇
一
八
年
四
月

倉
本
　
一
宏

●
著
書

『
現
代
語
訳 

小
右
記
６ 

三
条
天
皇
の
信
任
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
八
年
四
月
　
三
六
六
頁

『
古
代
史
か
ら
読
み
解
く
「
日
本
」
の
か
た
ち
』（
里
中
満
智
子
と
共
著
）
祥
伝
社
　
二
〇
一
八
年
五
月
　
二
四
八
頁

『
尾
駮
の
駒
・
牧
の
背
景
を
探
る
』（
六
ヶ
所
村
「
尾
駮
の
牧
」
歴
史
研
究
会
編
、
共
著
）
六
一
書
房
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
五
五
頁

『
日
記
で
読
む
日
本
史
３ 

宇
多
天
皇
の
日
記
を
読
む
』（
監
修
、
古
藤
真
平
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
七
二
頁

『
日
本
史
の
論
点
』（
中
公
新
書
編
集
部
編
、
共
著
）
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
八
八
頁

『
戦
乱
と
民
衆
』（
磯
田
道
史
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
呉
座
勇
一
と
共
著
）
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
〇
四
頁

『
現
代
語
訳 

小
右
記
７ 

後
一
条
天
皇
即
位
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
三
五
七
頁

『「
た
め
し
」
か
ら
読
む
更
級
日
記
』（
監
修
、
石
川
久
美
子
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
二
一
六
頁
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『『
御
堂
関
白
記
』
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
三
八
八
頁

『
日
本
史
の
新
常
識
』（
文
藝
春
秋
編
、
共
著
）
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
二
二
八
頁

『
内
戦
の
日
本
古
代
史
』
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　
三
四
三
頁

『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』（
編
）
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
六
〇
〇
頁

●
論
文

「
藤
原
道
長
と
馬
、
そ
し
て
尾
駮
の
駒
」
六
ヶ
所
村
「
尾
駮
の
牧
」
歴
史
研
究
会
編
、
堀
井
佳
代
子
と
共
著
『
尾
駮
の
駒
・
牧
の
背
景
を
探
る
』
六
一
書
房
　
二
〇
一
八

年
七
月
　
九
五
頁
〜
一
〇
三
頁

「
白
村
江
の
戦
と
民
衆
」
磯
田
道
史
、
倉
本
一
宏
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
呉
座
勇
一
著
『
戦
乱
と
民
衆
』
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
一
〇
頁
〜
三
一
頁

「「
コ
ノ
話
ハ
蓋
シ
小
右
記
ニ
出
シ
ナ
ラ
ン
」
考
―
『
小
右
記
』
と
説
話
と
の
間
に
」
倉
本
一
宏
編
『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』
思
文
閣
出

版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
七
七
頁
〜
一
一
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
こ
の
国
の
か
た
ち
を
考
え
る
」「
天
皇
に
つ
い
て
考
え
る
」「
政
治
と
権
力
闘
争
を
考
え
る
」「
戦
争
と
外
交
を
考
え
る
」
倉
本
一
宏
、
里
中
満
智
子
著
『
古
代
史
か
ら
読

み
解
く
「
日
本
」
の
か
た
ち
』
祥
伝
社
　
二
〇
一
八
年
五
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
蘇
我
氏
と
藤
原
氏
を
繁
栄
さ
せ
た
「
最
新
技
術
」」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
八
年
六
月
号
　
二
〇
一
八
年
六
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
な
ぜ
、
藤
原
氏
は
日
本
史
の
「
主
役
」
な
の
か
？
」『
歴
史
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
藤
原
氏
』　
二
〇
一
八
年
六
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
還
暦
と
い
う
こ
と
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
七
月
三
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
必
要
の
な
か
っ
た
戦
い
・
・
・
そ
れ
で
も
日
本
は
大
き
く
変
わ
っ
た
」『
歴
史
街
道
』
平
成
三
〇
年
八
月
号
　
二
〇
一
八
年
七
月
六
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」『
歴
史
書
通
信
』
二
〇
一
八
年
九
月
号
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
対
談
　
徹
底
討
論
　
邪
馬
台
国
は
「
三
世
紀
の
明
治
維
新
」
だ
」（
保
立
道
久
、
寺
沢
薫
と
）『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
八
年
九
月
号
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
解
説
　
一
五
分
で
読
む
天
皇
の
歴
史
」『
人
文
会
ニ
ュ
ー
ス
』
一
二
九
号
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
マ
イ
ル
ス
と
コ
ル
ト
レ
ー
ン
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
八
月
二
八
日
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「
エ
ッ
セ
イ
　
戦
乱
は
民
衆
に
と
っ
て
何
だ
っ
た
の
か
」『
本
』
二
〇
一
八
年
九
月
号
　
二
〇
一
八
年
九
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
史
書
を
訪
ね
て 『
御
堂
関
白
記
』」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
余
は
如
何
に
し
て
『
御
堂
関
白
記
』
研
究
者
と
な
り
し
乎
」『
鴨
東
通
信
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
タ
イ
ガ
ー
・
イ
ズ
・
バ
ッ
ク
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日

「
蘇
我
氏
と
藤
原
氏
を
繁
栄
さ
せ
た
「
最
新
技
術
」」
文
藝
春
秋
編
『
日
本
史
の
新
常
識
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
壬
申
の
乱
の
陰
に
「
唐V

S.
新
羅
の
戦
争
」」
文
藝
春
秋
編
『
日
本
史
の
新
常
識
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
本
当
は
激
務
だ
っ
た
平
安
貴
族
」
文
藝
春
秋
編
『
日
本
史
の
新
常
識
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
平
安
貴
族
が
わ
か
る
３
冊
」『
週
刊
文
春
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
私
と
東
北
と
内
戦
と
」『
講
談
社W

eb

現
代
経
済
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
史
書
を
訪
ね
て 『
日
本
書
紀
』」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
五
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
内
戦
の
日
本
史
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
七
日

「
対
談
　
古
代
」（
井
上
章
一
と
）『
中
央
公
論
』
二
月
号
　
二
〇
一
九
年
一
月

「
序
」
倉
本
一
宏
編
『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
千
年
前
、
日
本
が
初
め
て
侵
攻
さ
れ
た
日
―
刀
伊
の
入
寇
」『
歴
史
街
道
』　
二
〇
一
九
年
二
月

「
対
談
　
日
本
史
の
〝
主
役
〞
を
つ
か
ん
だ
藤
原
氏
」（
紺
野
美
沙
子
と
）『
ひ
と
と
き
』　
二
〇
一
九
年
二
月

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
著
書

『
戦
乱
と
民
衆
』（
磯
田
道
史
、
倉
本
一
宏
、
呉
座
勇
一
と
共
著
）
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
〇
四
頁

●
論
文

「
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見
た
大
坂
の
陣
」
磯
田
道
史
、
倉
本
一
宏
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
呉
座
勇
一
著
『
戦
乱
と
民
衆
』
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
五
三
頁
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〜
八
二
頁

“Jacques Specx in H
irado (1609–1621): laverend tussen handel en kaapvaart, ”

（
オ
ラ
ン
ダ
語
）W

im
 B

oot ed., Vergezichten: N
ederlands-Japanse Vereniging 

L
ustrum

boek, U
itgeverij G

ingko, Septem
ber 2018, pp. 11–35

（
査
読
付
き
）

「
機
械
論
と
蘭
学
者
の
身
体
観
」
牛
村
圭
編
『
文
明
と
身
体
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
六
七
頁
〜
九
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　「
日
本
の
歴
史
」
オ
ラ
ン
ダ
目
線
で
翻
訳
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
五
月
二
三
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
戦
国
か
ら
幕
末
　
西
洋
人
は
見
た
　
日
文
研
　
当
時
の
図
書
収
集
し
目
録
」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
八
年
七
月
一
九
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
西
洋
文
献
で
開
国
前
知
る
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
八
月
一
日

「
大
坂
の
陣
の
講
和
は
、
家
康
の
陰
謀
だ
っ
た
の
か
？
オ
ラ
ン
ダ
の
史
料
に
問
い
を
解
く
鍵
が
あ
る
」『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』　
二
〇
一
八
年
九
月

「
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
『
東
方
案
内
記
』
標
題
紙
（
英
語
版
、
ロ
ン
ド
ン
、
一
五
九
八
年
刊
）」『
日
文
研
』
六
一
号
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

呉
座
　
勇
一

●
著
書

『
戦
乱
と
民
衆
』（
磯
田
道
史
、
倉
本
一
宏
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
と
共
著
）
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
二
〇
四
頁

●
論
文

「
初
期
室
町
幕
府
に
は
、
確
固
た
る
軍
事
制
度
が
あ
っ
た
か
？
」
亀
田
俊
和
編
『
初
期
室
町
幕
府
研
究
の
最
前
線
』
洋
泉
社
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
三
〇
頁
〜
四
六
頁

（
査
読
付
き
）

「
応
仁
の
乱
と
足
軽
」
磯
田
道
史
、
倉
本
一
宏
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
呉
座
勇
一
著
『
戦
乱
と
民
衆
』
講
談
社
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
三
三
頁
〜
五
一
頁

「
室
町
の
「
政
事
」
と
一
揆
」
前
田
雅
之
編
『
画
期
と
し
て
の
室
町
　
政
事
・
宗
教
・
古
典
学
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
二
七
頁
〜
五
一
頁
（
査
読
付
き
）

「
戦
国
の
動
乱
と
一
揆
」
高
橋
典
幸
、
五
味
文
彦
編
『
中
世
史
講
義
―
院
政
期
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
』
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
九
年
一
月
　
二
一
七
頁
〜
二
三
二
頁
（
査
読

付
き
）
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「
十
五
世
紀
の
伏
見
稲
荷
社
に
関
す
る
雑
考
」『
朱
』
六
二
号
　
伏
見
稲
荷
大
社
　
二
〇
一
九
年
一
月
　
二
一
頁
〜
二
五
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

「
足
利
安
王
・
春
王
の
日
光
山
逃
避
伝
説
の
生
成
過
程
」
倉
本
一
宏
編
『
説
話
研
究
を
拓
く
―
説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に
―
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　

一
七
二
頁
〜
一
七
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
エ
ッ
セ
イ
　
歴
史
の
世
界
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
だ
ら
け
：
巷
に
蔓
延
る
「
陰
謀
論
」
に
騙
さ
れ
る
な
」『Voice

』486

号
　
二
〇
一
八
年
六
月

「
現
代
の
こ
と
ば
」（
連
載
五
回
）『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
七
月
一
七
日
〜
二
〇
一
九
年
三
月
五
日

「
対
談
　「
陰
謀
論
」
蔓
延
　
ゆ
が
む
歴
史
」（
細
谷
雄
一
と
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
八
月
二
〇
日

「
呉
座
勇
一
の
歴
史
家
雑
記
」（
連
載
二
七
回
）『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
九
月
三
日
〜
二
〇
一
九
年
三
月
二
五
日

「
書
評
　
早
島
大
祐
著
『
徳
政
令
』」『
茨
城
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
七
日

「
対
談
　
歴
史
と
現
代
を
捉
え
る
新
た
な
視
座
」（
井
出
明
と
）『
潮
』
七
二
〇
号
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
歴
史
学
者
・
呉
座
勇
一
氏
「
先
見
え
ず
」
中
世
と
類
似
―
平
成
っ
て
」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
九
年
二
月
四
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
史
料
を
読
む
と
い
う
こ
と
」『
日
文
研
』
六
二
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

小
松
　
和
彦

●
著
書

『
鬼
と
日
本
人
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
七
二
頁

『
妖
怪
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
九
六
頁

●
論
文

「
二
つ
の
「
一
つ
家
」
―
国
芳
と
芳
年
の
「
安
達
ケ
原
」
を
め
ぐ
っ
て
」
徳
田
和
夫
編
『
東
の
妖
怪
・
西
の
モ
ン
ス
タ
ー 

想
像
力
の
文
化
比
較
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
八

年
七
月
　
四
六
頁
〜
七
二
頁
（
査
読
付
き
）

「
日
本
の
鬼
と
は
な
に
か
」〝〝
한
∙
일 

도
깨
비
의 

세
계
문
화
적 

위
상
〞
을 

위
한 

국
제 

세
미
나
〞
섬
진
강 

도
깨
비
마
을
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
　
七
頁
〜
一
九
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頁
（
依
頼
論
文
）

「
동
아
시
아 
문
화
사
재
고
―
′
요
괴
적
인
　
것′

과 

실
크
로
드
―
（
東
ア
ジ
ア
文
化
史
再
考
―
「
妖
怪
的
な
も
の
」
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
―
）」（
韓
国
語
）
한
양
대
일
본
학

국
제
비
교
연
구
소
（
漢
陽
大
日
本
学
国
際
比
較
研
究
所
）『
요
괴
　
또 

하
나
의 

일
본
의 

문
화
코
드
（
妖
怪
　
も
う
一
つ
の
日
本
の
文
化
コ
ー
ド
）』
역
락
　
二
〇
一
九

年
二
月
　
一
七
頁
〜
二
九
頁
（
査
読
付
き
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
日
本
研
究
の
総
本
山
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
三
〇
年
の
軌
跡
」『nippon.com

』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
千
二
百
年
の
都
に
う
ご
め
く
魑
魅
魍
魎
の
世
界
　
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
の
扉
を
開
け
る
」『
裏
・
京
都
の
魔
界
を
往
く
』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
解
説
　
焼
畑
を
す
る
最
後
の
む
ら
・
椿
山
の
貴
重
な
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」『
焼
畑
の
む
ら
　
昭
和
四
五
年
、
四
国
山
村
の
記
録
』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
本
文
化
の
根
っ
こ
を
探
る
」（
櫻
田
謙
悟
他
と
）『
リ
ー
ダ
ー
の
本
棚
　
決
断
を
支
え
た
一
冊
』　
二
〇
一
八
年
五
月

「
解
説
」『
真
景
累
ヶ
淵
』　
二
〇
一
八
年
六
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
特
集
「
刀
剣
怪
談
」」『
幽
』V

O
L

. 29

　
二
〇
一
八
年
六
月

「
こ
こ
ろ
の
玉
手
箱
」（
連
載
五
回
）『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
八
年
六
月
四
日
〜
二
〇
一
八
年
六
月
八
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
私
の
時
間
デ
ザ
イ
ン
　
日
本
人
の
意
識
と
文
化
の
深
層
に
根
差
す
妖
怪
、
そ
し
て
時
間
・
空
間
」（
張
士
洛
と
）『
時
間
デ
ザ
イ
ン
』　
二
〇
一
八
年
八

月
「
郷
土
史
家
が
書
き
留
め
た
戦
後
京
都
市
域
の
歳
時
記
・
風
俗
誌
」『
緑
紅
叢
書
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）』　
二
〇
一
八
年
九
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
妖
狐
を
め
ぐ
る
多
義
的
で
豊
饒
な
伝
承
世
界
」『TA

K
A

R
A

ZU
K

A

』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
水
木
し
げ
る
大
先
生
の
未
発
表
原
稿
を
ま
と
め
た
『
妖
怪
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』
刊
行
！
小
松
和
彦
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」『
怪
』vol. 0053

　

二
〇
一
八
年
一
一
月

「
対
談
　
新
春
対
談
　
時
代
を
語
る
」（
こ
う
の
史
代
と
）『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
三
日

「
講
演
資
料
等
　「
玉
箱
」
に
つ
い
て
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市2018

金
沢
展
覧
会
「
工
芸
×
霊
性
」』　
二
〇
一
九
年
三
月
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白
石
　
恵
理

●
著
書

R
eevaluating Translation as a D

riving Force of Scholarship

（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
翻
訳
の
再
評
価
：
学
問
を
深
め
る
原
動
力
」
報
告
書
』）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

52
（
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
監
修
、
リ
ン
・
リ
ッ
グ
ス
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
二
八
〇
頁

『
日
本
研
究
を
ひ
ら
く
―
「
国
際
日
本
研
究
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
記
録
集2018

』（
坪
井
秀
人
、
小
田
龍
哉
と
共
編
）
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
九
六
頁

●
論
文

「
第
四
章
　
ド
・
ロ
版
画
に
み
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
受
容
と
展
開
」
郭
南
燕
編
著
『
ド
・
ロ
版
画
の
旅
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
上
海
〜
長
崎
へ
の
多
文
化
的
融
合
』
創
樹
社

美
術
出
版
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
〇
九
頁
〜
一
三
九
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
持
続
可
能
な
「
情
報
発
信
」
を
め
ざ
し
て
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 97

　
二
〇
一
八
年
七
月

関
野
　
樹

●
論
文

「
デ
ジ
タ
ル
歴
史
地
名
辞
書
の
公
開
と
そ
の
活
用
」『
研
究
報
告
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（C

H

）』2018-C
H

-118 (9)

　
二
〇
一
八
年
八
月
　
一
頁
〜
四
頁

“R
epresentation and com

parison of uncertain tem
poral data based on duration ” P

roceedings of 2018 Pacific N
eighborhood C

onsortium
 A

nnual 

C
onference and Joint M

eetings (P
N

C
), O

ctober 2018, pp. 58–63

（
査
読
付
き
）

「L
inked D

ata

に
お
け
る
あ
い
ま
い
な
時
間
の
記
述
」『
じ
ん
も
ん
こ
ん2018
論
文
集
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
三
〇
三
頁
〜
三
〇
八
頁
（
査
読
付
き
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「「
人
文
情
報
学
」
の
研
究
環
境
を
考
え
る
」『
研
究
報
告
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（C

H
）』2018-C

H
-117 (13)

　
二
〇
一
八
年
五
月

「
時
間
と
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 98

　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
デ
ー
タ
へ
」『
日
文
研
』
六
二
号
　
二
〇
一
九
年
三
月
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「
対
談
　
正
確
な
も
の
さ
し
を
作
る
者
と
曖
昧
な
も
の
さ
し
を
活
か
す
者
」（
中
塚
武
と
）『H
um

anity &
 N

ature N
ew

sletter

（
地
球
研
ニ
ュ
ー
ス
）』N

o. 76

　

二
〇
一
九
年
三
月

「
歴
史
デ
ー
タ
に
お
け
る
時
空
間
情
報
の
活
用
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
監
修
、
後
藤
真
・
橋
本
雄
太
編
『
歴
史
情
報
学
の
教
科
書
』　
二
〇
一
九
年
三
月

瀧
井
　
一
博

●
論
文

「
伊
藤
博
文
」
筒
井
清
忠
編
『
明
治
史
講
義
【
人
物
編
】』
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
八
年
四
月
　
九
九
頁
〜
一
一
二
頁

「
開
港
期
神
戸
と
初
代
兵
庫
県
知
事
伊
藤
博
文
」『
神
戸
市
史
紀
要
　
神
戸
の
歴
史
』
第
二
七
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　
三
頁
〜
二
七
頁
（
依
頼
論
文
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
三
）
明
治
日
本
へ
の
叛
逆
（
田
中
角
栄
『
日
本
列
島
改
造
論
』
日
刊
工
業
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）」『
究
』
第
八
六
号
　
二
〇
一
八
年
五
月

「「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
で
」
を
教
え
て
く
れ
た
人
」『
遼
』
第
六
八
号
　
二
〇
一
八
年
七
月

「
現
代
の
こ
と
ば
」（
連
載
四
回
）『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
七
月
二
六
日
〜
二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
四
）
神
話
の
政
治
化
へ
の
理
性
の
挑
戦
（
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
（
宮
田
光
雄
訳
）『
国
家
の
神
話
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
八
年
）」『
究
』
第
八
九
号
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
書
評
　
湯
川
文
彦
『
立
法
と
事
務
の
明
治
維
新
―
官
民
共
治
の
構
想
と
転
換
―
』」『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
七
編
第
一
〇
号
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
五
）〝
正
統
〞
を
め
ぐ
る
争
い
（
美
濃
部
達
吉
『
憲
法
講
話
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）」『
究
』
第
九
二
号
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
六
）
創
設
の
政
治
学
（
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
（
志
水
速
雄
訳
）『
革
命
に
つ
い
て
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
）」『
究
』
第
九
五
号
　

二
〇
一
九
年
二
月

「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
第
五
三
回
国
際
研
究
集
会
「
世
界
史
の
な
か
の
明
治
／
世
界
史
に
と
っ
て
の
明
治
」
を
実
施
し
て
」『
日
文
研
』　
二
〇
一
九
年
三
月
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坪
井
　
秀
人

●
著
書

『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
１ 

敗
戦
と
占
領
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
二
八
八
頁

『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
６ 

バ
ブ
ル
と
失
わ
れ
た
二
〇
年
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
二
六
四
頁

『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
２ 
運
動
の
時
代
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
一
二
頁

『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
５ 
東
ア
ジ
ア
の
中
の
戦
後
日
本
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
七
六
頁

『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
３ 

高
度
経
済
成
長
の
時
代
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
二
二
〇
頁

『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
４ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
生
政
治
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
二
九
四
頁

『
世
界
の
な
か
の
〈
ポ
ス
ト3.11

〉　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
対
話
』（
シ
ュ
テ
フ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ト
と
共
編
）
新
曜
社
　
二
〇
一
九
年
三
月
　

三
三
八
頁

『
日
本
研
究
を
ひ
ら
く
―
「
国
際
日
本
研
究
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
記
録
集2018

』（
白
石
恵
理
、
小
田
龍
哉
と
共
編
）
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
九
六
頁

●
論
文

「『
月
に
吠
え
る
』
は
吠
え
続
け
る
」『SA

K
U

（
萩
原
朔
太
郎
研
究
会
会
報
）』vol. 83

　
二
〇
一
八
年
五
月
　
五
四
頁
〜
七
五
頁
（
依
頼
論
文
）

「
序
言
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
１ 

敗
戦
と
占
領
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
一
頁
〜
九
頁

「
序
言
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
６ 

バ
ブ
ル
と
失
わ
れ
た
二
〇
年
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
一
頁
〜
七
頁

「
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」
―
『
キ
ッ
チ
ン
』
か
ら
『
Ｏ
Ｕ
Ｔ
』
へ
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
６ 

バ
ブ
ル
と
失
わ
れ
た
二
〇
年
』
臨
川
書

店
　
二
〇
一
八
年
六
月
　
一
三
三
頁
〜
一
六
三
頁

「
序
言
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
２ 

運
動
の
時
代
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
一
頁
〜
九
頁

「
序
言
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
５ 

東
ア
ジ
ア
の
中
の
戦
後
日
本
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
一
頁
〜
一
二
頁

“H
erz und M

und und Tat und Terrorism
us ”, A

lexander M
urphy (translator), Inter-A

sia C
ultural Studies 19, O

ctober 2018, pp. 526–535

（
依
頼
論
文
・
査

読
付
き
）
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“L
istening to Poetry: T

he C
all of the Poetry R

eading R
ecord ”

『
国
立
国
会
図
書
館
歴
史
的
音
源
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
』　
二
〇
一
九
年
三
月
（
依
頼
論
文
）

「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
坪
井
秀
人
、
シ
ュ
テ
フ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ト
編
『
世
界
の
な
か
の
〈
ポ
ス
ト3.11

〉　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
対
話
』
新
曜
社
　

二
〇
一
九
年
三
月
　
三
二
五
頁
〜
三
三
五
頁

「
生
者
と
生
き
る
―
〈
ポ
ス
ト3.11

〉
の
死
者
論
言
説
」
坪
井
秀
人
、
シ
ュ
テ
フ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ト
編
『
世
界
の
な
か
の
〈
ポ
ス
ト3.11

〉　
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
日
本
の
対
話
』
新
曜
社
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
六
九
頁
〜
一
八
九
頁

「
序
言
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
３ 

高
度
経
済
成
長
の
時
代
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
頁
〜
九
頁

「
序
言
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
４ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
生
政
治
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
頁
〜
九
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
解
説
　
概
観
二
〇
一
七
年
　
日
本
文
学
《
近
代
》」
日
本
文
藝
家
協
会
編
『
文
藝
年
鑑2018

』　
二
〇
一
八
年
六
月

「「
戦
後
日
本
文
化
再
考
」
を
再
考
す
る
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 97

　
二
〇
一
八
年
七
月

「
감
각
의 

근
대 

소
리
・
신
체
・
표
상
」（
韓
国
語
訳
：
朴
光
賢
、
孫
知
延
、
辛
承
模
、
李
承
俊
）
어
문
학
사
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー

●
著
書

R
eevaluating Translation as a D

riving Force of Scholarship

（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
翻
訳
の
再
評
価
：
学
問
を
深
め
る
原
動
力
」
報
告
書
』）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

52
（
監
修
、
白
石
恵
理
、
リ
ン
・
リ
ッ
グ
ス
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
二
八
〇
頁

●
論
文

“C
om

m
em

orating L
ife and D

eath: T
he M

em
orial C

ulture Surrounding the R
inzai Zen N

un M
ugai N

yodai. ” K
aren M

. G
erhart ed., W

om
en, R

ites and 

O
bjects in P

re-m
odern Japan, B

rill, June 2018, pp. 269–303

（
査
読
付
き
）

“N
ichibunken 

M
onograph 

Series. ”

（
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
監
修
、
白
石
恵
理
、
リ
ン
・
リ
ッ
グ
ス
編
）R

eevaluating 
Translation 

as 
a 

D
riving 

Force 

of 
Scholarship

（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
翻
訳
の
再
評
価
：
学
問
を
深
め
る
原
動
力
」
報
告
書
』）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
52
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
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二
〇
一
九
年
二
月
　
四
七
頁
〜
五
二
頁

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
論
文

「
明
治
天
皇
の
勲
章
外
交
と
宮
廷
文
化
の
国
際
性
」『
季
刊
悠
久
』
第
一
五
三
号
　
鶴
岡
八
幡
宮
　
二
〇
一
八
年
五
月
　
一
〇
五
頁
〜
一
一
六
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付

き
）

“‘L
ies and yet m

ore lies ’!: Fukansai H
abian ’s ‘O

n Shinto ’. ”, Japanese R
eligion 42:1,2, N

C
C

 C
enter for the Study of Japanese R

eligions, June 2018, 

pp. 87–105

（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

「
近
代
天
皇
制
と
大
麻
問
題
」
高
木
博
志
編
『
近
代
天
皇
制
と
社
会
』
思
文
閣
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
四
〇
五
頁
〜
四
三
二
頁
（
査
読
付
き
）

「
明
治
維
新
に
見
る
伊
勢
神
宮
：
空
間
的
変
貌
の
過
程
」
岩
田
真
美
、
桐
原
健
真
編
『
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
の
幕
末
維
新
』
法
蔵
館
　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
二
二
九
頁
〜

二
五
五
頁
（
査
読
付
き
）

「
天
皇
と
国
民
と
神
宮
大
麻
：
モ
ノ
か
ら
歴
史
を
考
え
る
」『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』150/151

合
併
号
　
名
古
屋
歴
史
科
学
研
究
会
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
　
二
一
頁
〜

三
〇
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）

“E
l em

perador ha hablad ”

（
ス
ペ
イ
ン
語
）Vanguardia D

ossier: 71 Japón debilidad y Fortaleza, Vanguardia, D
ecem

ber 2018, pp. 39–42

（
依
頼
論
文
・
査
読

付
き
）

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「Japan R
eview

編
集
長
の
務
め
」『
報
告
：
第
二
回 

紀
要
編
集
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
』　
二
〇
一
八
年
四
月

「
サ
ー
・
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
と
明
治
天
皇
」『
維
新
の
道
』
一
七
二
号
　
霊
山
歴
史
館
　
二
〇
一
九
年
一
月

“O
n Translating Prim

ary and Secondary Sources: The A
uthentic and the A

ccessible.” 
（
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
監
修
、
白
石
恵
理
、
リ
ン
・
リ
ッ
グ
ス
編
）

R
eevaluating Translation as a D

riving Force of Scholarship

（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
翻
訳
の
再
評
価
：
学
問
を
深
め
る
原
動
力
」
報
告
書
』）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
52
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
四
七
頁
〜
一
五
九
頁
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Japan R
eview

  vol.32 (2019), ed., International R
esearch C

enter for Japanese Studies, February 2019, 243 pages.

Japan R
eview

  vol.33 Special Issue: W
ar, Tourism

 and M
odern Japan  (2019), John B

reen, A
ndrew

 Elliott, D
aniel M

ilne eds., International R
esearch C

enter for 

Japanese Studies, M
arch 2019, 297 pages.

古
川
　
綾
子

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
吉
本
興
業
お
笑
い
新
時
代
（
中
）
劇
場
が
原
点
・
芸
も
経
営
も
、
収
益
超
え
る
メ
リ
ッ
ト
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
七
月
一
七
日

細
川
　
周
平

●
論
文

「
戦
前
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
界
―
国
粋
主
義
下
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ
編
著
『
日
本
の
舞
台
芸
術
に
お
け
る
身
体
―
死
と
生
、
人
形

と
人
工
体
』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
二
三
三
頁
〜
二
四
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

“T
ien m

uziekm
om

enten die Shuhei H
osokaw

a ’s L
even verandersen,

（
オ
ラ
ン
ダ
語
）T

ien m
uziekm

om
enten die m

ijn leven veranderden, D
eknipscheer, 

A
pril 2018

「
エ
ッ
セ
イ
　
田
中
泯m

eets

中
村
達
也
」『R

ealK
yoto

』　
二
〇
一
八
年
七
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
打
ち
上
げ
の
定
番
と
し
て
」『
吉
田
屋
と
わ
た
し
た
ち
』　
二
〇
一
八
年
九
月

「
ア
イ
ハ
ウ
ス
で
語
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
」N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 98

　
二
〇
一
八
年
一
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
ジ
ャ
ズ
る
辞
書
―
モ
ダ
ン
昭
和
の
流
行
語
」『
日
文
研
』
六
二
号
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
キ
ネ
マ
館
の
少
女
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
三
月
一
三
日
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前
川
　
志
織

●
著
書

『
動
態
と
し
て
の
「
日
本
」
大
衆
文
化
史
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
世
界
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
と
し
て
共
編
）　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
七
七
頁

●
論
文

「
近
代
日
本
の
広
告
図
像
に
お
け
る
少
女
の
表
象
と
そ
の
受
容
」『D

N
P

文
化
振
興
財
団
学
術
研
究
助
成
紀
要
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
　
一
四
八
頁
〜
一
五
七
頁
（
依
頼

論
文
）

「
雑
誌
『
時
事
漫
画 

非
美
術
画
報
』
に
み
る
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
図
案
」
並
木
誠
士
編
『
近
代
京
都
の
美
術
工
芸
：
制
作
・
流
通
・
鑑
賞
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
三

月
　
三
一
七
頁
〜
三
五
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
近
代
日
本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
広
告
に
み
る
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
「
世
界
」」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
編
『
動
態
と
し
て
の
「
日
本
」
大

衆
文
化
史
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
世
界
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

松
田
　
利
彦

●
著
書

『（
第
五
一
回 

国
際
研
究
集
会
報
告
書
）
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
　
四
六
頁

『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』（
編
著
）
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
九
四
九
頁

●
論
文

「
統
治
機
構
と
官
僚
・
警
察
・
軍
隊
」
日
本
植
民
地
研
究
会
編
『
日
本
植
民
地
研
究
の
論
点
』
岩
波
書
店
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
一
三
頁
〜
二
二
頁
（
査
読
付
き
）

「
戦
時
期
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
防
空
体
制
の
形
成
―
警
防
団
を
中
心
に
」『
歴
史
評
論
』
八
二
〇
号
　
歴
史
科
学
協
議
会
　
二
〇
一
八
年
八
月
　
四
六
頁
〜
五
八
頁

「「
知
と
権
力
」
か
ら
み
た
植
民
地
帝
国
―
朝
鮮
史
研
究
に
お
け
る
成
果
と
課
題
」
松
田
利
彦
編
『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
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二
月
　
二
三
頁
〜
六
四
頁

「
志
賀
潔
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
―
京
城
帝
国
大
学
医
学
部
長
時
代
の
植
民
地
朝
鮮
の
医
療
衛
生
改
革
構
想
を
中
心
に
」
松
田
利
彦
編
『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る

知
と
権
力
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
五
二
三
頁
〜
五
六
六
頁

「
一
九
五
〇
年
代
末
〜
一
九
六
〇
年
代 

在
日
韓
国
人
의 

民
族
統
一
運
動
―
統
一
朝
鮮
新
聞
의 

分
析
을 

軸
으
로
」（
韓
国
語
）
청
암
대
학
교 

재
일
코
리
안
연
구
소
編
『
재

일
코
리
안
의 

歴
史
的
認
識
과 

役
割
』
図
書
出
版
ソ
ニ
ン
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
一
八
三
頁
〜
二
一
〇
頁

「′
武
断
統
治
期′

朝
鮮
의 
憲
兵
警
察
과 

衛
生
行
政
―
衛
生
組
合
을 

中
心
으
로
」（
韓
国
語
）
韓
国
歴
史
研
究
会
三
・
一
運
動
一
〇
〇
周
年
企
画
委
員
会
編
『『
三
・
一
運

動
一
〇
〇
年
叢
書
』
第
３
巻
（
権
力
과 

政
治
）』　
휴
머
니
스
트
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
〇
三
頁
〜
一
四
三
頁
（
査
読
付
き
）

「
震
災
と
外
国
人
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
―
阪
神
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
を
比
較
し
て
」
坪
井
秀
人
、
シ
ュ
テ
フ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ト
編
『
世
界

の
な
か
の
〈
ポ
ス
ト3.11

〉　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
対
話
』
新
曜
社
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
二
一
頁
〜
一
三
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
荻
野
富
士
夫
『
日
本
憲
兵
史
―
思
想
憲
兵
と
野
戦
憲
兵
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）」『
図
書
新
聞
』
三
三
五
八
号
　
二
〇
一
八
年
七
月

「「
近
現
代
史
の
人
物
史
料
情
報 

松
井
茂
」（
二
〇
一
八
年
）」『
日
本
歴
史
』
第
八
四
三
号
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
八
年
八
月

「
上
内
彦
策
」「
松
井
茂
」「
水
野
錬
太
郎
」「
佐
藤
剛
蔵
」「
明
石
元
二
郎
」「
芳
賀
栄
次
郎
」（
韓
国
語
）
高
麗
大
学
校
グ
ロ
ー
バ
ル
日
本
研
究
院
在
朝
日
本
人
情
報
辞
典

編
纂
委
員
会
編
『
開
化
期
・
日
帝
強
占
期
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
五
）
在
朝
日
本
人
情
報
辞
典
』　
二
〇
一
八
年
八
月

「
は
じ
め
に
」
松
田
利
彦
編
　『（
第
五
一
回 

国
際
研
究
集
会
報
告
書
）
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
序
」「
解
説
」
松
田
利
彦
編
　『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
鄭
鍾
賢
「
日
本
の
帝
国
大
学
に
お
け
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
状
況
と
帝
国
知
識
の
連
続
／
非
連
続
―
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生
崔
應
錫
、
李
萬
甲
の
事
例
を
中
心
に
」（
金
玄

と
共
訳
）
松
田
利
彦
編
『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
序
」
坪
井
秀
人
、
白
石
恵
理
、
小
田
龍
哉
編
『
日
本
研
究
を
ひ
ら
く
―
「
国
際
日
本
研
究
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
記
録
集2018

』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
三
月
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安
井
　
眞
奈
美

●
著
書

『
괴
이
와 

신
체
의 
일
본
문
화
―
이
계
로
부
터 

출
산
과 

양
육
을 

되
묻
다
（
怪
異
と
身
体
の
民
俗
学

―
異
界
か
ら
出
産
と
子
育
て
を
問
い
直
す
）』
민
속
원 

아
르
케
북
스 

128
（
김
용
의
、
김
희
영
、
송
영
숙
、
주
혜
정
、
최
가
진 （
옮
긴
이
））、
민
속
원
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
三
〇
一
頁

●
論
文

「
出
産
の
「
痛
み
」
を
語
る
声
―
陣
痛
か
ら
医
療
処
置
の
痛
み
へ
」
橘
弘
文
、
手
塚
恵
子
編
『
文
化
を
移
す
鏡
を
磨
く
―
異
人
・
妖
怪
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』
せ
り
か

書
房
　
二
〇
一
八
年
七
月
　
二
七
七
頁
〜
二
九
三
頁

“W
here yōkai enter and exit the hum

an body: from
 m

edieval picture scrolls to m
odern folktales in Japan ” (Translated by K

ristopher R
E

E
V

E
S) Studies in 

Japanese L
iterature and C

ulture volum
e 2

　
人
間
文
化
研
究
機
構 

国
文
学
研
究
資
料
館
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
六
一
頁
〜
七
二
頁
（
依
頼
論
文
）

「『
主
婦
之
友
』
別
冊
附
録
に
み
る
女
性
の
身
体
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
を
読
み
か
え
る
４ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
生
政
治
』
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
一
七
一
頁

〜
一
九
一
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
エ
ッ
セ
イ
　
妖
怪
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
妖
怪
に
性
別
は
あ
る
の
か
？
」『
怪
』vol. 0052

　
二
〇
一
八
年
三
月

「
解
説
　
安
井
眞
奈
美
著
『
怪
異
と
身
体
の
民
俗
学
―
異
界
か
ら
出
産
と
子
育
て
を
問
い
直
す
』」
澤
野
美
智
子
編
著
『
医
療
人
類
学
を
学
ぶ
た
め
の
六
〇
冊
―
医
療
を
通

し
て
「
当
た
り
前
」
を
問
い
直
そ
う
』
明
石
書
店
　
二
〇
一
八
年
四
月

「
死
別
の
悲
し
み
　
癒
そ
う
」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
八
年
四
月
二
日

「
別
れ
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い
二
一
年
―
大
切
な
人
と
共
に
生
き
た
証
」『
産
経
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日

「
解
説
　
日
本
研
究
指
南
」（
中
国
語
）『
日
本
学
研
究
』
28
　
社
会
科
学
文
研
出
版
社
　
二
〇
一
八
年
六
月

「
解
説
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
の
視
座
」『
文
化
を
移
す
鏡
を
磨
く
―
異
人
・
妖
怪
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』
せ
り
か
書
房
　
二
〇
一
八
年
七
月

「
書
評
　
沢
山
美
果
子
『
江
戸
の
乳
と
子
ど
も
―
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
』」『
女
性
史
学
』
二
八
号
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
中
国
旅
客
機
の
模
型
が
も
た
ら
し
た
国
際
交
流
」『
日
文
研
』
六
一
号
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
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「
身
体
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
―
日
本
人
の
精
神
性
と
密
接
　
妖
怪
の
魅
力
に
触
れ
て
」『
京
都
新
聞
』
他
一
二
新
聞
掲
載
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
一
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
両
性
具
有
の
妖
怪
た
ち
」『
怪
』vol. 0053

　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
報
告
　
日
文
研
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
―
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
学
院
　
汪
暉
教
授
を
お
招
き
し
て
」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W

eb

サ
イ
ト
）』　

二
〇
一
九
年
一
月

「
日
文
研
共
同
研
究
会
「
身
体
イ
メ
ー
ジ
の
想
像
と
展
開
」（
安
井
・
マ
ル
ソ
ー
代
表
）
第
四
回
「
海
外
に
お
け
る
身
体
研
究
の
現
状
」
を
開
催
し
ま
し
た
」『
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W

eb
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
金
関
恕
先
生
と
天
理
大
学
考
古
学
・
民
俗
学
研
究
室
」『
春
の
日
に
―
金
関
恕
先
生
追
悼
文
集
』　
二
〇
一
九
年
三
月

「
解
説
　「
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
の
動
向
と
展
望
」
の
趣
旨
説
明
」『
阪
大
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
報
告
書
』
２
　
二
〇
一
九
年
三
月

「
対
談
　
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
総
合
討
議
」（
金
水
敏
他
と
）『
日
本
研
究
を
ひ
ら
く
―
「
国
際
日
本
研
究
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
記
録
集2018

』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九

年
三
月

山
田
　
奨
治

●
著
書

『
び
わ
湖
の
ほ
と
り
で
三
五
年
続
く
す
ご
い
授
業
　
滋
賀
大
附
属
中
学
校
が
実
践
し
て
き
た
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』（
滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
と
共

著
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
八
年
九
月
　
一
七
八
頁

『
改
訂
版
　
弓
具
の
雑
学
事
典
』（
日
本
武
道
学
会
・
弓
道
専
門
分
科
会
ほ
か
と
編
著
）
日
本
文
芸
社
　
二
〇
一
九
年
二
月
　
二
八
七
頁

●
論
文

「
遊
び
、
祈
り
、
売
る
―
村
上
隆
の
〈
仏
教
ア
ー
ト
〉
と
〈
ポ
ス
ト3.11

〉
の
文
脈
」
坪
井
秀
人
、
シ
ュ
テ
フ
ィ
・
リ
ヒ
タ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ト
編
『
世
界
の
な

か
の
〈
ポ
ス
ト3.11

〉　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
対
話
』
新
曜
社
　
二
〇
一
九
年
三
月
　
二
八
一
頁
〜
三
〇
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　JA

SR
A

C

「
音
楽
教
室
か
ら
も
徴
収
開
始
」
に
猛
反
発
」『
東
京
ス
ポ
ー
ツ
』　
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
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「
日
本
の
禅
、
世
界
の
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
高
馬
京
子
、
松
本
健
太
郎
編
『
越
境
す
る
文
化
・
コ
ン
テ
ン
ツ
・
想
像
力
　
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル

チ
ャ
ー
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
二
〇
一
八
年
一
〇
月

「
書
評
　
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
Ｐ
・
Ａ
・
レ
ヴ
ィ
ン
『
長
い
奇
妙
な
旅
　
近
代
の
禅
、
禅
ア
ー
ト
、
そ
の
他
の
範
疇
』」『
日
本
研
究
』
第
五
八
集
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
海
賊
版
サ
イ
ト
対
策
　
マ
ン
ガ
な
ど
静
止
画
に
も
　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
禁
止
　
副
作
用
懸
念
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
一
日

「
視
標
　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
違
法
化
拡
大
」『
東
奥
日
報
』
ほ
か
一
四
紙
以
上
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
Ｄ
Ｌ
違
法
化
拡
大
」『
弁
護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』　
二
〇
一
九
年
二
月

「
講
演
資
料
等
　
愉
悦
を
生
き
る
人
間
〜
身
体
・
文
化
・
そ
し
て
笑
い
〜
」（
林
洋
輔
、
森
下
伸
也
、
瀧
一
郎
と
共
著
）『
身
体
運
動
文
化
研
究
』Vol. 24 

N
o. 1

　

二
〇
一
九
年
三
月

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

●
著
書

（
共
編
）Japonica H

um
boldtiana 19(2017),

（
ド
イ
ツ
語
・
英
語
）H

arrassow
itz Verlag, A

pril 2018, 233 Pages.

劉
　
建
輝

●
著
書

『
日
本
浪
曼
派
と
ア
ジ
ア
―
保
田
與
重
郎
を
中
心
に
』（
呉
京
煥
と
編
著
）
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
二
月
一
八
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
エ
ッ
セ
イ
　
明
治
維
新
に
中
国
の
お
膳
立
て
（
ソ
フ
ィ
ア
京
都
新
聞
文
化
会
議619
）」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
八
月
一
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
文
研
『
外
地
』
画
像
収
集
・
新
村
出
の
海
外
絵
は
が
き
三
千
枚
寄
贈
も
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
鳥
瞰
図
・
広
が
る
領
土
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
二
日

「
エ
ッ
セ
イ
　
失
わ
れ
た
『
絆
』
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
日
中
相
互
理
解
へ
の
第
一
歩
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
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「
あ
と
が
き
」
呉
京
煥
、
劉
建
輝
編
著
『
日
本
浪
曼
派
と
ア
ジ
ア
―
保
田
與
重
郎
を
中
心
に
』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
九
年
二
月

「
エ
ッ
セ
イ
　「
受
け
継
ぐ
帝
国
の
記
憶
」（
比
較
文
明
学
会
第
三
九
回
関
西
支
部
例
会
「
大
連
―
重
層
す
る
文
明
・
往
還
す
る
文
化
」）」『
比
較
文
明
学
会
第
三
九
回
関
西

支
部
例
会
報
告
』　
二
〇
一
九
年
三
月


